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日本サッカー協会最高顧問・川淵三郎に、元サッカー日本代表の中山雅史が迫る。日本にまだプロサッカーが無か

った時代に開催された東京オリンピック。強豪国との試合のチケットが余ってしまうほどサッカーは人気が無かった。

当時、W 杯出場など、はるか遠い夢のような出来事だと思っていたと川淵は振り返る。

そんな日本のサッカーを変えたのが、川淵が作り上げたといっても過言ではない１９９３年の J リーグの開幕だ。同じ

時代、チェアマンと日本代表選手として日本サッカー界を牽引した二人が当時の舞台裏を語りだす。Ｊリーグ設立

秘話、「ドーハの悲劇」、川淵がイメージする日本代表監督のあるべき姿など…。

川淵は１９３６年、大阪・高石市の生まれ。高校時代にサッカーを始め、早稲田大学在学中に日本代表デビュー。  

１９６４年の東京オリンピックにも日本代表として出場し、強豪アルゼンチンとの試合では１ゴール１アシストの活躍で

逆転勝利に貢献。しかし川淵がこの試合で鮮明に覚えていたのは、当時のサッカーの人気の無さを物語る、ある

寂しい出来事だった…。

今や野球をしのぐほどの人気スポーツとなったサッカーだが、そのきっかけとなったのは、１９９３年の J リーグの  

開幕だ。「地域に根ざしたスポーツクラブをつくる」という理念のもと生まれたサッカーのプロリーグは、空前のサッカ

ーブームを起こす。J リーグ初代チェアマンとして手腕を発揮した川淵。意見が対立していたある人物との戦い、そし

て「サッカーの神様」ジーコ招聘の舞台裏までを明かす。

そして、日本のサッカー界にとって悲願だった W 杯への道のりを、当時、日本代表としてピッチで戦った中山雅史が

自らの体験をもとに振り返る。アメリカ W 杯のアジア最終予選ドーハで起こった悲劇の敗戦。その瞬間、ピッチの裏で

川淵が考えていたこととは？

さらに、初の外国人監督となったオフト監督以降の日本代表監督選考の舞台裏から、アギーレ監督契約解除騒動に

まで言及。川淵が考える次期監督にふさわしい人物像とは？

日本全国にサッカーを文化として根付かせ、その人気を不動のものとしつつある今、その礎を築いた川淵は、今、問

題を抱えるバスケットボールの改革に乗り出した。J リーグで培ったノウハウをどう生かして、どんな改革を見せるの

か？スポーツにかける情熱を胸に戦い続ける男、川淵三郎に、現役時代には魂のこもったプレーで戦い続けてきた

中山雅史が、熱く迫る。


